
※令和３年度以前入学生用 

２ 地理歴史・公民 

学校番号 T2101 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２ 年次 １～４ 

使用教科書 高等学校 世界史Ａ 新訂版（清水書院） 

副教材等 標準高等地図‐地図で読む現代社会‐ 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この科目では、約 200 年前から現在までの間に起こった世界の出来事を主に取り扱い、世界の歴

史やその理由・背景・現代への影響を考えることを目的としています。この頃の歴史は、産業革命

や科学技術の発展といった世界各地を一つに結びつける出来事が起こったことを背景に、各地の歴

史がお互いに関連しながら展開していくことに特徴があります。その結果や影響は、現在の世界の

姿や動きにも関係しているので、現在起こっている世界の動きを理解する視点を身に付けることも

できるでしょう。授業では、画像や映像など様々な資料を使います。歴史が苦手な人でも取り組み

やすい内容になっているので、ぜひ受講してみてください。 

 

２ 学習の到達目標 

① 学習を通じて、近代・現代の世界史の概要を把握し、世界史への興味関心を高める。 

② 世界の歴史をさまざまな面から考察し、自分の考えをまとめ適切に表現できるようになる。 

③ 資料、図表を活用し、自らの考えを深めることができるようになる。 

④ 世界の歴史の流れを地理的なものや日本の歴史と関連付けながら理解できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・世界の歴史を学ぶ意

義に気づき関心を高

め主体的に学習に取

り組むことができる。 

・歴史を学ぶなかで平

和で民主的な世界・社

会を形成していく当

事者としての自覚を

もった態度を身につ

けることができる。 

・世界の歴史を地理的

条件や日本の歴史と

関連付けて実証的、多

面的、批判的に考察

し、自らの考えを適切

に表現できる。 

・地図や写真、グラ

フなどの諸資料から

有用な情報を読み取

り、効果的に思考過

程やまとめの際に取

り入れることができ

る。 

・古代から現代まで

のおおまかな歴史の

流れや基本的な知識

を身につけている。 

・世界の展開を地理

的条件や日本の歴史

と関連付けながら理

解している。 

 

評
価
方
法 

学習態度 

プリント記入・提出状

況 

学習態度 

プリント記入・提出状

況 

プリント記入・提出

状況 

定期考査 

プリント記入・提出

状況 

課題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前期は実施しない 

後
期
中
間
テ
ス
ト
ま
で 

第
一
編 

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
明
と
交
流 

第
二
編 

一
体
化
す
る
世
界 

･アジアの諸文明 

・ヨーロッパの文明 

・ヨーロッパの再編と大西

洋世界 

・拡大する欧米の衝撃とゆ

れるアジア・アフリカ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:世界史を学ぶ意義について考

え、様々な歴史的要素や世界史

の展開について関心を持ち主体

的に学習に取り組んでいる。 

b:世界史の展開、自然環境や文

化圏の交流、日常生活について

歴史的に考察し、適切に表現で

きる。 

c:世界史の展開、自然環境や文

化圏の交流、日常生活について

の資料を適切に読み取り考察に

活用することができる。 

d:人類の出現から古代・中世ま

での大まかな展開、近世以降の

世界の一体化と現代世界形成に

にいたる歴史を理解し、知識が

身についている。 

定期考査 

プリント記

入・提出状

況 

課題 

後
期
期
末
テ
ス
ト
ま
で 

第
三
編 
現
代
社
会
と
地
球
社
会
へ
の
歩
み 

・世界戦争の時代 

・大戦後の世界と現代社会 

○ 

○ 

○  

○ 

○ 

○ 

a:近現代史の展開に関心を持ち

主体的に学習に取り組み民主的

な社会の形成者としての自覚を

持って考えることができる。 

b:近現代史の展開や現代の社会

について歴史的に考察し適切に

表現できる。 

c:近現代史の展開についての資

料を読み、適切に考察に活用で

きる。 

d:19 世紀後半からの先進資本主

義国の帝国主義の広がりとそれ

に対抗するアジア・アフリカ地

域の民族主義運動、2つの世界大

戦とその後の世界について理解

し、知識が結びついている。 

定期考査 

プリント記

入・提出状

況 

課題 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


